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を理解する手引き』(Jaspers, 1981)でこの実験に触れ、またハイデガーも 36年から 37年に
かけての冬学期に行った最初のニーチェ講義の中で、最高の価値を定立することを事とす
る「新しい哲学者」は「試みる者」である、という点に注目している(Heidegger, 1985, S.32: 















































































































































































































































































































(2) Vgl. MR 504, JGB 210. 
(3) ニーチェはツェルナーが、現代の自然科学では無駄な実験が繰り返されている、と嘆いたことを承け
て、歴史が無味乾燥なお勉強事に成り下がっていることを批判するよすがとしている。Vgl. UB II 6 (S.292); 
s.a. NL 1872-73 19[92], 1873 29[24], [92]. 
(4) 「冒険」はMA序 4, MR 314, GM II 16などを、「船出」はMA 436, FW 283, 289, ZA III „Der Wanderer“など
を、参照のこと。 











































を意味するのではない」(Blumenberg, 1960, S.12)。 
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